
　　　　

2025 年 9 月 24 日

平日 8 時 30 分から 17 時 30 分まで

祝　　　日
学校休業日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 　「人の生きるを支える」「第2の我が家」

事業所名 多機能型児童発達支援事業所だいじょうぶ 作成日支援プログラム

・色や数字など様々な興味関心の幅を広げられるよう活動を提供します。
・子ども達が認知、解釈しやすいように環境を整え、安心した気持ちで過ごすことができるよう支援します。
・絵カードや実物での視覚的な支援（スケジュール掲示）や50音表、時計やタイムタイマーを使用した支援を行い、子ども達に事前予告や1日の流れを伝えます。

・絵カードやホワイトボードを使用したり、ジェスチャーなどのサインを用いて、言葉以外でのコミュニケーション手段の獲得を支援します。
・自分で選択する機会を作り、自分の思いを相手に伝えられる機会を作ります。
・支援者が間に入りながら、活動を通して他者とのやり取りが経験できる場を提供します。

・集団での活動を通じて、ルールや順番を守りながら他者と楽しい時間を過ごせるよう支援します。
・子ども達の思いに寄り添った声かけや支援を行います。
・他者と適切な距離感を保てるよう声かけを行い、良好な関係を気付けるよう支援します。

支援方針

　子どもの発達に必要となる５つの領域を踏まえ、将来、日常生活や社会生活を円滑に営めることを目標とした支援を行います。
　以下５つの領域を相互に関連付けた支援プログラムを作成します。
　①心身の健康や生活に関する領域・・・・・「健康・生活」
　②運動や感覚に関する領域・・・・・・・・「運動・感覚」
　③認知と行動に関する領域・・・・・・・・「認知・行動」
　④言語コミュニケーションに関する領域・・「言語・コミュニケーション」
　⑤人との関りに関する領域・・・・・・・・「人間関係・社会性」

営業時間 送迎実施の有無 あ　り

主な行事等
・季節に関するイベント：工作、夏祭り風イベント、節分、ハロウィン、クリスマス等
・学習に関するイベント：お買い物体験等
・食育に関するイベント：ポップコーン、かき氷、スイーツ作り等

（別添資料１）

家族支援
　送迎時の会話など随時情報共有をするとともに、必要に応じて面談や参観する
場を設け、ご家族の不安や困りごとへの相談援助を行います。

移行支援

　保育園・幼稚園・学校や関連の医療・福祉施設と情報交換や担当者会議
を行い、包括的な支援を行えるよう環境作りを行います。また保育所との
連携や支援の構築など、同年代の子ども達との仲間づくり等の支援を行い
ます。

地域支援・地域連携
　イベントへの参加や公共施設（公園等）の活用を通じて、地域と交流する機会
を提供します。また、地域生活に関する保健・医療・福祉・教育等の関係機関、
障害福祉サービス事業所等との連携を行います。

職員の質の向上

・事業所内研修:虐待防止（身体拘束）に関する研修、事故防止に関する研修、感
染症に関する研修・防災に関する研修、個別検討会議、毎月の事業所会議の実施
・外部講師による研修:発達障がい者研修（年3回）
・その他:コミュニケーションアプリを活用した迅速な情報伝達、障害理解に繋が
る資格取得（強度行動障害者養成研修等）

支　援　内　容

・毎日の健康管理と必要な対応を行います。子ども達が出す小さなサインから心身の異変に気付けるよう、観察を行います。
・食事、排泄等の基本的な生活のリズムを身につけられるよう、時間での誘導や声かけを行います。
・1日の流れやイベントの説明などは視覚支援を用いるなど、分かりやすい方法で伝え、不安なく過ごすことができるよう支援します。

・粗大運動（体づくり、ジャンプ、ボール遊び等）や微細運動（つかむ、ひっぱる、はめる等）を通して基本的な動作の向上を目指します。
・感覚過敏な子ども達に配慮した環境設定や、感覚の特性に合わせた支援を行います。
・イベント等を通して、五感を刺激できるような活動を提供します。
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人
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援


